
Society5.0にむけた基盤づくり
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− 市民の健康データの利活用を考える −

2019/07/27 全国栄養士大会 シンポジウム

「Society5.0と栄養管理 − AIを活用した管理栄養士・栄養士の未来 −」
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本日お話しする内容

1. 市民PHRシステム

2. AIを活用するための基盤

3. AIを活用した管理栄養士・栄養士の未来
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1市民PHRシステム
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健康創造都市KOBE

© 一般財団法人神戸観光局
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VISION & MISSION
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誰もが健康に

なれるまち

健康寿命の

延伸

健康格差の

縮小

健康づくりに

よる

経済活性化

健康創造都市
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Personal Health Record

システム紹介



©2018 Public Health Policy Division, Kobe City 7



©2018 Public Health Policy Division, Kobe City 8



©2018 Public Health Policy Division, Kobe City

歩数 や 食事 等

生活データ

データに基づいた

健康アドバイス

健康食品 検診チケット 健康グッズ

特典と交換可能な

健康ポイント

健診結果 等

健康データ

見える化
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カラダかわるNavi
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Live Demonstration
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匿名化データ

倫理審査

新たな知見

政策に反映

データの研究利用
データ利活用



２ Platform
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Data is the new oil that fuels AI
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garbage in, garbage out
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AI 利活用

仕組みづくり
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IoT 制度 AI 価値

自動化
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基盤としての市民PHRシステム

19

データ利活用

目的 対象 サービス
健康増進 市民 可視化

レコメンド、ナッジ
健康ポイント

課題把握

情報提供

行政 モニタリング
データ収集
ターゲティング配信

研究 学術機関 リクルート
フィールド提供
データ収集
フォローアップ



3 AIを活用した未来
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Life course health data
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予防 未病 医療 介護

カラダかわるNavi

ID連携

将来展望
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まとめ
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Take Home Message

1. 今後はICTを用いた業務の効率化が不可欠

2. データを自動的に収集する「仕組みづくり」が必須

3. 五感に訴えかける創造性の高い能力が求められる
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まとめ
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ご静聴ありがとうございました


